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えだづのかもしかの雄は耳下腺の分泌物をこすり付
けて,人間の舟でもそれと判る匂いを付け,なわ弧り
のマークとしている.他の雄が付けた匂いを見つける
と,あらたにその場所に匂付けを行なう.耳下腺をペ
ンタンで抽出し,揮発性成分をGC分析した結果,8
成分が同定された.エステル化後GC-Mass分析によ
り2-methylbutyricacid(1)とisovalericacid(2)
(各々10FEg/分泌腺)の存在が,13-methyl1-tetral
74
decanol(3)と12-methy1-1-tetradecanol(4)(各々
30pg/分泌腺)が Mass,IR,NMR3'のkJinim止さ
れ,残り4成分 (各々70-100FLg/分泌腺)はメタノ
リシス後 (1)(2)のメチルエステルと (3)(4)を与
えること,および機怒分析の結果から 13-methyl
tetradecy13-methylbutyrate,12-methyltetradecy1
3-methylbutyrate,13-methyltetradecy12-metlyl
butyrate,12-methyltetradecy12-metbylbutyrate
と同定した.これら8毛玉の化合物およびその氾合物の
生物試験を行なった結果,isovalericacidが位も強
い活性を示し,その他のエステルやアルコー ル獄は先
駆物男.希釈剤あるいは揮散制御剤として鋤いている
と思われる.その他の成分や当該成分の組成化の相異
が各個体のマークの識別に役立っ,Tいると思われる.
(桑原保正)
